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市政

議　会議　会

体
育
施
設
の
指
定
管
理
者
決
ま
る

問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
（
1
(2
８
２
１
８
）

１２
月
定
例
市
議
会
は
、
１２
月
１
日

か
ら
１６
日
ま
で
の
１６
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、

一
般
会
計
の
補
正
予
算
を
は
じ
め
、

条
例
の
一
部
改
正
、
人
権
擁
護
委
員

の
候
補
者
の
推
薦
な
ど
計
２１
件
の
議

案
が
、
原
案
ど
お
り
可
決
、
推
薦
に

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
や
清
音
ふ

る
さ
と
ふ
れ
あ
い
広
場
な
ど
７
つ
の

の
体
育
施
設
と
、
サ
ン
ロ
ー
ド
吉
備

路
の
指
定
管
理
者
が
決
定
し
ま
し

た
。市

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
や
総
社
北

公
園
陸
上
競
技
場
、
武
道
館
、
山
手

ス
ポ
ー
ツ
広
場
、
高
梁
川
河
川
敷
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
５
施
設
の
指
定
管
理
者

が
、
株
式
会
社
山
陽
レ
イ
ス
ポ
ー
ツ

（
岡
山
市
）
に
、
清
音
ふ
る
さ
と
ふ
れ

あ
い
広
場
と
清
音
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
よ
ね
夢
て
ら

す
に
、
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
り
ま
し
た
。

指
定
期
間
は
、
い
ず
れ
も
４
月
１
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

サ
ン
ロ
ー
ド
吉
備
路
の
指
定
管
理

者
は
引
き
続
き
、
株
式
会
社
休
暇
村

サ
ー
ビ
ス
（
東
京
都
台
東
区
）。
４
月

１
日
か
ら
５
年
間
の
指
定
で
す
。

条
例
の
一
部
改
正
で
は
、
公
共
下

水
道
な
ど
の
使
用
料
体
系
の
統
一

や
、
水
道
料
金
の
改
正
が
決
ま
り
ま

し
た
。﹇
詳
し
く
は
、
右
㌻
に
掲
載
﹈

一
般
会
計
の
補
正
予
算
は
、
１
億

５
８
０
０
万
円
が
追
加
さ
れ
、
一
般

会
計
の
総
額
は
、
２
５
０
億
６
３
０

０
万
円
。
主
な
も
の
は
、
南
溝
手
地

内
の
道
路
改
良
に
２
０
０
０
万
円
、

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
費
の

増
額
に
３
５
０
０
万
円
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し

て
、
池
上
皓
二
さ
ん
（
井
手
）、
林
佐

和
子
さ
ん
（
西
阿
曽
）、
下
山
幸
子
さ

ん
（
富
原
）
の
３
人
を
推
薦
す
る
こ

と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
５
施
設
―
株
式
会
社
山
陽
レ
イ
ス
ポ
ー
ツ

清
音
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
広
場
な
ど
２
施
設
―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
よ
ね
夢
て
ら
す

引き続き株式会社休暇村サービ
スに指定管理者が決まったサンロ
ード吉備路（写真上）。きびじアリ
ーナや野球場、多目的広場などを
もつ市スポーツセンターの空撮
（写真下）。体育施設の指定管理者
は昨秋、２つに分けて公募。市ス
ポーツセンターや総社北公園陸上
競技場、武道館、山手スポーツ広
場、高梁川河川敷グラウンドの５
施設には４社、清音ふるさとふれ
あい広場と清音河川敷グラウンド
の２施設には２社からの応募があ
った
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平
成
２１
年
６
月
以
降
の
請
求
分
か
ら
、
水
道
料

金
と
下
水
道
使
用
料
を
改
定
す
る
こ
と
が
、
１２
月

定
例
市
議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。
今
回
の
改
定
は
、

料
金
体
系
や
料
金
を
統
一
す
る
も
の
で
、
合
併
協

定
書
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

い
ず
れ
も
、
平
成
２１
年
４
月
以
降
の
水
道
の
使

用
量
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
ま
す
。

水
道
料
金
の
統
一
と
平
均
１８
％
値
上
げ

清
音
地
区
の
水
道
料
金
を
、
他
地
区
の
現
行
の

水
道
料
金
に
統
一
。
ま
た
、
安
定
し
た
給
水
や
施

設
整
備
な
ど
、
費
用
に
見
合
っ
た
収
入
の
確
保
の

た
め
、
平
均
１８
％
の
値
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

下
水
道
の
使
用
料
を
統
一

下
水
道
使
用
料
は
、
山
手
と
清
音
地
区
の
公
共

下
水
道
使
用
料
と
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用

料
を
、
現
行
の
総
社
・
美
袋
地
区
の
公
共
下
水
道

使
用
料
に
統
一
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

▼
水
道

上
水
道
課
業
務
係

（
1
(2
８
３
２
６
）

▼
下
水
道

下
水
道
課
下

水
道
係
（
1
(2
８
３
２
２
）

水

道

料

金

下
水
道
使
用
料

水

道

料

金

下
水
道
使
用
料

変
わ
り
ま
す

変
わ
り
ま
す

平成２１年６月
以降

請求分から

■新しい水道料金算定表（１か月当たり。消費税抜き）
口 径　 基本料金　 基本水量　 給水料金（１K当たり）

１３㎜ １，２００円 １0 Kを超えた水量の料金単価

２０㎜ １，２５０円 １0 K ●１～５０K以下―１３０円

２５㎜ １，２９０円 ●５１K以上―１４３円

４０㎜ ２，３６０円

５０㎜ ３，３００円

７５㎜ ４，４００円 ０K
●１～５０K以下―１３０円

１００㎜ ５，５２０円
●５１K以上―１４３円

１５０㎜ ６，６４０円

※昭和・日羽・作原・種井簡易水道の水道料金は、従来どおりです。

■新しい下水道使用料算定表（１か月当たり。消費税抜き）
基本水量 基本料金 超過料金（１K当たり）

１０Kまで １，０４０円
１０Kを超え５０Kまで １５５円

５１K以上 １９０円

※総社の農業集落排水処理施設使用料は、従来どおりです。

※水道水以外の水を使用している場合の使用水量の算定
●水道水以外の水だけ使用している場合
人数×５K/月
●水道水と水道水以外の水の併用している場合
人数×３K/月と上水道の使用水量の合計　

下水道使用料

水道料金

１３㎜の口径で、１か月２５K使用したら
［１，２００円＋（２５―１０K）×１３０円］×１．０５（消費税）＝３，３０７円

（１円未満は切り捨て）

例

１か月２５K使用したら
［１，０４０円＋（２５―１０K）×１５５円］×１．０５（消費税）＝３，５３０円

（１０円未満は切り捨て）

例




